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商品市況展望  

平成 24 年 8 月 12 日記 

参院で消費税増税法成立、野田首相が会見参院で消費税増税法成立、野田首相が会見参院で消費税増税法成立、野田首相が会見参院で消費税増税法成立、野田首相が会見    

産経新聞 8 月 10 日(金)23 時 16 分配信 

 

消費税増税を柱とする社会保障・税一体改革関連法は、10 日の参院本会議で採決され、民主、

自民、公明 3 党などの賛成多数で可決、成立した。現行 5％の消費税率は平成平成平成平成 26262626 年年年年 4444 月に月に月に月に 8888％％％％、

27272727 年年年年 10101010 月に月に月に月に 10101010％％％％へ 2 段階で引き上げられる。 

 …中略… 

消費税増税は 9 年 4 月に税率が 3％から 5％に引き上げられて以来、17 年ぶり。消費税増税

法には、努力目標として名目努力目標として名目努力目標として名目努力目標として名目 3333％、実質％、実質％、実質％、実質 2222％の経済成長率を明記し、経済の急変時には増税を見％の経済成長率を明記し、経済の急変時には増税を見％の経済成長率を明記し、経済の急変時には増税を見％の経済成長率を明記し、経済の急変時には増税を見

送る景気条項を盛り込んだ送る景気条項を盛り込んだ送る景気条項を盛り込んだ送る景気条項を盛り込んだ。 

消費税増税に伴う低所得者対策として、税率 8％時点で一定以下の年収の人に現金を配る「簡

素な給付措置」とともに、食料品などの税率を低くする「軽減税率」を検討。税率を 10％に上

げた以降は、所得に応じ減税と現金支給を組み合わせる「給付付き税額控除」の導入も視野に入

れる。 

 

 早ければ再来年の春に消費税が 8％にアップするという事だが、『努力目標として名目 3%、実

質 2%の経済成長率を明記し、経済の急変時には増税を見送る景気条項を盛り込んだ』とある。  

下のグラフは 1981 年からの推移を表しており 2008 年まで載っているのが、2008200820082008 年は－年は－年は－年は－

1.041.041.041.04％％％％であった。その後は 2009200920092009 年－年－年－年－5.535.535.535.53％％％％、、、、2010201020102010 年年年年 4.444.444.444.44％、％、％、％、2011201120112011 年－年－年－年－0.750.750.750.75％％％％となっている。 

 努力目標だから、実質でマイナスじゃなければどうせ上げるのだろう。2013 年がキーかな。  
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 6 日 \4,054 45 \4,060 47 

8 月 7 日 \4,056 2 \4,063 3 

8 月 8 日 \4,054 -2 \4,061 -2 

8 月 9 日 \4,080 26 \4,086 25 

8 月 10 日 \4,074 -6 \4,082 -4 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『まだもみ合い継続の相場なのであろう。4,000 円以下を買って

おけば取れる、4,100 円以上は売っておけば取れる相場であろうし、大きなトレンドが発生する

のは、もうしばらく先の事と考える』とコメントした。 

今週の相場展開は、更に狭いレンジでのもみ合い相場が継続もみ合い相場が継続もみ合い相場が継続もみ合い相場が継続。週末にはやっと 4,100 円ジャス

トを記録したが、そこからは夜間取引で早速軟化し、4,052 円の安値まで出ている。 

 

つまり先週号でコメントした『今のところ、4,000 円以下は買っておけば取れる、4,100 円以

上は売っておけば取れる状況』というのが正解になっているわけだ。もっとも今週は、4,000 円

以下への下げは無かったが。 

 

いずれ QE3 が行われると急騰も有り得るだろうが、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,074 

2012 年 10 月 \4,229 

10 月 27

日 

\4,652 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,073 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,079 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \3,885 6 月 4 日 \4,084 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \4,342 4 月 27 日 \3,886 6 月 4 日 \4,082 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \4,175 7 月 4 日 \3,940 7 月 24 日 \4,082 

 

〇NY 金日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 8/8/8/8/10101010 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 2222.6.6.6.6 ドルドルドルドル高高高高のののの 1111666619.719.719.719.7 ドルドルドルドルでの終了での終了での終了での終了。為替は 78 円 20 銭台と円

高であるため、国内換算では 15 時半比 2 円高である。 

    

チャートチャートチャートチャートではではではでは、まだ、まだ、まだ、まだ 1530153015301530 ドルドルドルドル～～～～1111640640640640 ドルドルドルドルででででのもみ合いのもみ合いのもみ合いのもみ合いの範囲内の範囲内の範囲内の範囲内であであであでありりりり、6666 月の高値月の高値月の高値月の高値 1642.41642.41642.41642.4

ドル（ドル（ドル（ドル（6/66/66/66/6）を抜けないと上放れにはならない）を抜けないと上放れにはならない）を抜けないと上放れにはならない）を抜けないと上放れにはならない。 

どこかでそれを抜け、更に 1800 ドルオーバーまで買われる状況となれば、それこそ 2000 ドル
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を抜ける大相場の到来だろう。だが現状では、一目均衡表の雲の上に出てきているとはいえ、ま

だそこまでの勢いがあるとも思えない。 

逆に下抜けも下抜けも下抜けも下抜けも 1530153015301530 ドルを割り込んでゆかないと起こらないドルを割り込んでゆかないと起こらないドルを割り込んでゆかないと起こらないドルを割り込んでゆかないと起こらないわけだが、今のところ 1,500 ドル

台半ばは底堅い展開であり、これを割るためにはソブリンショックが再びクローズアップされて、

投機資金の逆流が起きないと難しいだろう。 

 

よって 5 月以降は完全に横ばいという相場であり、投機人気に陰りが出る状況となっており、

当方のような外務員もこれでは開店休業である。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/78/78/78/7 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

8/108/108/108/10 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、長期スタンスの現物買いは増加しているようだが、短期張りの先

物市場ではファンドの持ち高は減少。よってもうしばらくは、横ばい・保ち合いの展開が続くの

だろう。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 6 日 \3,547 51 \3,557 45 

8 月 7 日 \3,543 -4 \3,553 -4 

8 月 8 日 \3,555 12 \3,554 1 

8 月 9 日 \3,585 30 \3,598 44 

8 月 10 日 \3,547 -38 \3,562 -36 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『大底を打ったかどうかにはまだ懐疑的だ。リスクマネー

の流入が加速しない限り、上げトレンドに変化するまでの力は無いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、3,500 円台後半での完全なもみ合いもみ合いもみ合いもみ合い。 

 

FOMC と ECB 理事会でがっかりして下げたものを、米雇用統計の発表から一気に切り返したわ

けだが、今週は完全にもみ合いの展開。 

先週号で『結論から先にいえば、当方はまだ当方はまだ当方はまだ当方はまだ 3,4603,4603,4603,460 円（円（円（円（7/247/247/247/24）で大底を打ったかどうかには、）で大底を打ったかどうかには、）で大底を打ったかどうかには、）で大底を打ったかどうかには、

まだ懐疑的だまだ懐疑的だまだ懐疑的だまだ懐疑的だ。QE3 が行われての資金流入なら別だが、雇用統計での上昇には限界があるのでは

なかろうか。オリンピックが終われば、またそぞろ欧州債務危機が出てくるかもしれないし・・・』

とコメントしたが、その考え方にまだ変化無しだ。 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 

12 月 30

日 

\3,547 

2012 年 10 月 \3,918 

10 月 27

日 

\4,570 3 月 14 日 \3,375 

12 月 30

日 

\3,561 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,471 7 月 24 日 \3,571 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \3,468 7 月 24 日 \3,564 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,141 4 月 27 日 \3,466 7 月 24 日 \3,565 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \3,855 7 月 5 日 \3,460 7 月 24 日 \3,562 

〇東京プラチナ－東京金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、3,562 円（プラチナ）－4,082 円（金）＝－－－－505050500000 円円円円。 

 

7/307/307/307/30 にはにはにはには－－－－555539393939 円円円円まで逆ザヤが拡大して、そこからは僅かに戻してまで逆ザヤが拡大して、そこからは僅かに戻してまで逆ザヤが拡大して、そこからは僅かに戻してまで逆ザヤが拡大して、そこからは僅かに戻しての横ばいでの横ばいでの横ばいでの横ばいであるあるあるある。…中略

… 

結論として当方の相場観は、まだしばらくは上値が重い展開が続くだろう。戻りが甘いと、う

かうかしているうちにもう一度ドスンと下げる可能性もあると思われ、今は買いポジションを持

つ気にはあまりならない。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

8 月 6 日 \30,250 -1750 \28,980 140 

8 月 7 日 \30,550 300 \29,130 150 

8 月 8 日 \30,250 -300 \28,950 -180 

8 月 9 日 \30,250 0 \29,500 550 

8 月 10 日 \30,250 0 \29,990 490 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『どこかで天井を打つのが相場であるが、まだ大天井を打っていない相場で

あろう。まずは 3 万円オーバーから、32,000 円に近づく水準まで駆け上がるのが先であろう』

とコメントした。 

今週の相場展開は、週末には先物で週末には先物で週末には先物で週末には先物で 3333 万円ジャストの高値万円ジャストの高値万円ジャストの高値万円ジャストの高値まで記録。その後の夜間取引では

更に値を飛ばし、30,30030,30030,30030,300 円円円円の高値まで記録していたが、米農務省報告のあとは逆にそこから米農務省報告のあとは逆にそこから米農務省報告のあとは逆にそこから米農務省報告のあとは逆にそこから

1,01,01,01,000000000 円急落円急落円急落円急落してしてしてして 500500500500 円戻す円戻す円戻す円戻すなど、荒い展開など、荒い展開など、荒い展開など、荒い展開になっている。 

 

チャートでは底値からチャートでは底値からチャートでは底値からチャートでは底値から 8,0008,0008,0008,000 円超上がった相場が、円超上がった相場が、円超上がった相場が、円超上がった相場が、29,66029,66029,66029,660 円（円（円（円（7/7/7/7/20202020））））→→→→27,59027,59027,59027,590 円（円（円（円（7/247/247/247/24）ま）ま）ま）ま

でででで 2,0702,0702,0702,070 円の押しを入れ、円の押しを入れ、円の押しを入れ、円の押しを入れ、今週末には今週末には今週末には今週末には 3333 万円台に乗せる急騰となっている万円台に乗せる急騰となっている万円台に乗せる急騰となっている万円台に乗せる急騰となっている。 

先週号でコメントしたとおり『29,66029,66029,66029,660 円を抜ければ、当然の如く円を抜ければ、当然の如く円を抜ければ、当然の如く円を抜ければ、当然の如く 2,0002,0002,0002,000 円押しの倍返しで円押しの倍返しで円押しの倍返しで円押しの倍返しで

31,00031,00031,00031,000 円台後半が目標値になろう円台後半が目標値になろう円台後半が目標値になろう円台後半が目標値になろう』としたところまではまだ達しているわけではないが、上抜上抜上抜上抜

けてけてけてけて 3333 万円には乗せてきた万円には乗せてきた万円には乗せてきた万円には乗せてきたわけで、来週からの展開は更に面白くなりそうだ。 

 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \35,660 8 月 1 日 \21,930 

11 月 28

日 

\30,250 

2012 年 11 月 \24,400 

10 月 17

日 

\30,800 7 月 31 日 \21,060 6 月 4 日 \30,600 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\\\\30,26030,26030,26030,260    8888 月月月月 10101010 日日日日    \20,520 6 月 4 日 \30,140 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \\\\30,30,30,30,190190190190    8888 月月月月 10101010 日日日日    \20,820 6 月 4 日 \30,110 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \\\\30,08030,08030,08030,080    8888 月月月月 10101010 日日日日    \21,040 6 月 4 日 \30,040 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \\\\30,00030,00030,00030,000    8888 月月月月 10101010 日日日日    \21,490 6 月 18 日 \29,990 

 先物は 4 本が週末に一代高値の更新一代高値の更新一代高値の更新一代高値の更新であるが、夜間取引ですでに 30,300 円と高値更新をして

いる事は、冒頭のコメントのとおり。ただし逆ザヤ相場は、同ザヤ相場へと変化中同ザヤ相場へと変化中同ザヤ相場へと変化中同ザヤ相場へと変化中。 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 8/8/8/8/10101010 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、11112222 月限月限月限月限でででで 14.5014.5014.5014.50 セントセントセントセント安安安安のののの 809.25809.25809.25809.25 セントでセントでセントでセントでのののの終了終了終了終了。高値は 849.00849.00849.00849.00
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セントセントセントセントまであり、もちろん史上最高値の更新史上最高値の更新史上最高値の更新史上最高値の更新。 

だが米農務省報告でそれを出したあとは、807.25 セントまで 40 セント以上急落し、東京市場

15 時半比では 710 円安まで下げている。 

 

もっとも先に行くほど下げ幅は限定的で、また下げたとはいえ中心限月もまだ 8 ドル台はキー

プしている事もあって、東京市場の週明けは夜間取引次第の展開となるだろう東京市場の週明けは夜間取引次第の展開となるだろう東京市場の週明けは夜間取引次第の展開となるだろう東京市場の週明けは夜間取引次第の展開となるだろう。米農務省報告

を織り込んでしまったのかどうかも、まだこの日だけではわからない。 

 

さて米米米米農務省報告の詳細農務省報告の詳細農務省報告の詳細農務省報告の詳細である。 

…中略… 

 

 このように、生産高は事前予想通りに大幅に減少させ、需要も減少はさせたものの、期末在庫期末在庫期末在庫期末在庫

は半減に近い減少は半減に近い減少は半減に近い減少は半減に近い減少。これで在庫率は在庫率は在庫率は在庫率は 9.39.39.39.3％→％→％→％→5.85.85.85.8％に低下％に低下％に低下％に低下であり、昨年の 8.2％から 2.4 ポイン

トも下がったわけだ。 

 一部には生産高 100 億 Bu 台維持も厳しいとの意見もあったわけで、この数字でもまだ農務省

報告は楽観的である＝9 月も下方修正する…という見方が出るようなら、相場は更に舞い上がる

だろう。 

 逆にこれ以上の強材料はもう無いだろう…と見られるようなら、相場は 2 番天井であろう。ど

っちが台頭するかは、来週の相場展開を見ないとわからない。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/78/78/78/7 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、春の 70 年ぶりの作付面積増～147 億 Bu の大豊作予想は、今は何

十年ぶりかの大干ばつで 107 億 Bu の生産高予想まで 3 割減となったわけだ。そして価格は 5.5

ドル→8.5 ドルへ 1.5 倍に駆け上がっている。天井を打たぬ相場は無いが、まだ生産高の下方修

正が出るようなら、相場の天井もまだ先と考えざるを得ないだろう。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

8 月 6 日 \60,500 100 \49,210 40 

8 月 7 日 \60,000 -500 \49,140 -70 

8 月 8 日 \60,000 0 \48,700 -440 

8 月 9 日 \58,900 -1100 \49,170 470 

8 月 10 日 \58,800 -100 \49,330 160 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『次回の米農務省報告で、一段の生産高下方修正は避けられないだろう。い

ずれ天井を打たぬ相場はないとはいえ、今はまだ売れぬ。新高値更新をしてから、売り場を探す

相場であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、コーンが最高値を更新してゆく中で、49,00049,00049,00049,000 円を挟んだもみ合いに終始円を挟んだもみ合いに終始円を挟んだもみ合いに終始円を挟んだもみ合いに終始。

一時的に米穀倉地帯で降雨があった事も嫌気されたわけだ。しかし週末の米農務省報告から、ま

た騰勢を強めつつある展開であり、夜間取引は一時 49,800 円まで上昇している。 

 

チャートではチャートではチャートではチャートでは…中略… 

 

当方としては、52,19052,19052,19052,190 円（円（円（円（7/207/207/207/20）はまだ天井確定の価格ではない…）はまだ天井確定の価格ではない…）はまだ天井確定の価格ではない…）はまだ天井確定の価格ではない…と考えているわけだが、

まずそれには50,49050,49050,49050,490円を突破円を突破円を突破円を突破し、それが2番天井ではなかったという事を証明する必要がある。

近々にそれを突破できるかが焦点だろう。 

逆に 48,32048,32048,32048,320 円を割り込む円を割り込む円を割り込む円を割り込むようなら、チャートは一気に悪化する可能性があり、そうであれば

トレンドが変わる可能性が十分あるだろう。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \61,960 7 月 23 日 \35,610 

12 月 15

日 

\58,800 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \62,100 7 月 23 日 \36,410 

12 月 15

日 

\56,950 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \63,950 7 月 23 日 \36,830 

12 月 16

日 

\55,980 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \60,000 7 月 23 日 \41,050 2 月 16 日 \52,620 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \56,480 7 月 23 日 \41,750 6 月 4 日 \49,850 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \52,190 7 月 20 日 \44,400 6 月 18 日 \49,330 

 コーンと違い、今週も一代高値更新の限月はなかったが、大幅に逆ザヤではまだ維持されてい

る。 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 8/8/8/8/10101010 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、8888 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 15.0015.0015.0015.00 セントセントセントセント高高高高のののの 1709.501709.501709.501709.50 セントセントセントセント。高値は 1738.50

セントまであり、史上最高値の更新である。 

チャートに標示してある 3 番限の 11111111 月限は、月限は、月限は、月限は、12.12.12.12.50505050 セント高のセント高のセント高のセント高の 1616161643434343.75.75.75.75 セントセントセントセント。このチャー
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トでは、農務省報告後の上げでも、まだ高値は更新していない事になる。だが国内換算では、380

円高と確りだ。 

 

このチャートでは、まだ 1616161699991.501.501.501.50 セントセントセントセント（（（（7/237/237/237/23）がトップの三尊天井形成の雰囲気がある）がトップの三尊天井形成の雰囲気がある）がトップの三尊天井形成の雰囲気がある）がトップの三尊天井形成の雰囲気があるが、

15151515 ドルを割れてゆくような下げが来ないと完成はせずドルを割れてゆくような下げが来ないと完成はせずドルを割れてゆくような下げが来ないと完成はせずドルを割れてゆくような下げが来ないと完成はせず。80 ポイントオーバーまであった相対力

指数は 50 ポイントまで下げて、指数調整を行ないながら、次の上昇をまだうかがっているとい

う見方の方が正解だろう。 

 

さて米農務省報告の詳細である。 

…中略… 

 生産高は大幅減の見通しとしたが、その分需要も大きく落とし、在庫率は在庫率は在庫率は在庫率は 4.24.24.24.2％と％と％と％と 7/117/117/117/11 と変と変と変と変

わらずわらずわらずわらず。だがそれでも、大幅下方修正で 5.8％にされたコーンの在庫率よりも、まだ需給逼迫状

態にはあるわけだ。 

 それでもパニックにならないのは、アルゼンチン・ブラジルの存在があるからであり、世界的

にはまだ需給逼迫まではなっていないと見られているからだ。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 8/78/78/78/7 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、チャートでは 50,490 円上抜けば舞い上がり、48,320 円を割り込

めば崩れる展開だろう。ただし現状では、米国の大豆生産高の大幅下方修正により、上抜ける可

能性の方が高いと読む。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

8 月 6 日 215.3 2.0 227.4 1.0 

8 月 7 日 216.2 0.9 227.2 -0.2 

8 月 8 日 209.5 -6.7 219.2 -8.0 

8 月 9 日 208.5 -1.0 219.2 0.0 

8 月 10 日 209.8 1.3 218.9 -0.3 

先週号においては『戻り売りからの脱却は困難だろう。240 円まで戻れば御の字と思われ、戻

りを着実に売って、新安値更新を狙う相場であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、戻りもなく下落を続けた相場が 215.7215.7215.7215.7 円（円（円（円（8/98/98/98/9））））まで新安値更新まで新安値更新まで新安値更新まで新安値更新。同日は

全限一代安値の更新であり、原油や石油製品が高値更新をする中で、このゴムの悪質さが目立っ

た展開となった。 

 

ついについについについに 220220220220 円も割り込み、円も割り込み、円も割り込み、円も割り込み、215215215215 円台まで下落である円台まで下落である円台まで下落である円台まで下落である。この春の、タイの市場介入期待による

340 円台までの上げは、一体なんだったのかという状況が今である。 

 

この情勢では、いずれはいずれはいずれはいずれは 200200200200 円を割る相場も出るのだろう…円を割る相場も出るのだろう…円を割る相場も出るのだろう…円を割る相場も出るのだろう…と思われるものの、皆がそう思皆がそう思皆がそう思皆がそう思

えば一度戻るのが相場であるえば一度戻るのが相場であるえば一度戻るのが相場であるえば一度戻るのが相場である。この 5 ヶ月間の下げ相場の中でも、戻りは 20 円～30 円が為んど

もあり、そこから失速してまた下落する状況である。 

今回の今回の今回の今回の 222215151515 円から戻りがあるとすれば、やはり円から戻りがあるとすれば、やはり円から戻りがあるとすれば、やはり円から戻りがあるとすれば、やはり 235235235235 円～円～円～円～245245245245 円が円が円が円が限界で、そこが売り場になる限界で、そこが売り場になる限界で、そこが売り場になる限界で、そこが売り場になる

のだろうのだろうのだろうのだろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2 月 27 日 204.7 204.7 204.7 204.7 8888 月月月月 9999 日日日日    209.8 

2012 年 9 月 341.2 3 月 27 日 341.9 3 月 27 日 207.1 207.1 207.1 207.1 8888 月月月月 9999 日日日日    211.3 

2012 年 10 月 307.2 4 月 24 日 317.8 5 月 2 日 210.0 210.0 210.0 210.0 8888 月月月月 9999 日日日日    213.7 

2012 年 11 月 267.8 5 月 28 日 274.0 5 月 30 日 212.9 212.9 212.9 212.9 8888 月月月月 9999 日日日日    215.1 

2012 年 12 月 233.3 6 月 26 日 259.6 7 月 4 日 214.6 214.6 214.6 214.6 8888 月月月月 9999 日日日日    217.5 

2013 年 1 月 230.2 7 月 26 日 238.4 7 月 30 日 215.7 215.7 215.7 215.7 8888 月月月月 9999 日日日日    218.9 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、8 月限 209.8 円～1 月限 218.9 円と 9.19.19.19.1 円の円の円の円の順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は縮小であるが、

全限全限全限全限一代安値の更新一代安値の更新一代安値の更新一代安値の更新である。 

  

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、7/31 現在で 961 トン減の 9,308 トン。8 旬連続の減少であり、1 万トン

の大台を割り込んだ。タイの市場介入で、国内在庫は再輸出されているのかもしれない。 
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上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、22,000 元台でのもみ合いが続いている。在庫が大きく増加した上海は下げ

ず、在庫が減少した東京が急落するとは…。相場の不思議である。 

 

タイタイタイタイの原料価格はの原料価格はの原料価格はの原料価格は 80808080 バーツを割り込み、バーツを割り込み、バーツを割り込み、バーツを割り込み、政府政府政府政府による市場介入による市場介入による市場介入による市場介入価格との乖離が顕著になってき価格との乖離が顕著になってき価格との乖離が顕著になってき価格との乖離が顕著になってき

ているているているている。…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、一代安値の更新中の相場は悪質だが、さすがに今週の下落で陰の

極に達したのでは？ 戻りは売りかもしれないが、20 円～30 円は戻さないと、安易な安値売り

はそろそろ危険ゾーンに入ったのではあるまいか。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

今週の原油の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

8 月 6 日 \51,600 1260 \50,460 1190 

8 月 7 日 \51,740 140 \50,790 330 

8 月 8 日 \52,610 870 \51,740 950 

8 月 9 日 \52,960 350 \52,190 450 

8 月 10 日 \53,070 110 \52,350 160 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『44,000 円台で底が入っている相場であるというのは間違いなかろうが、

このまま本格的な上昇相場に移行してゆくかどうかには疑問あり。何かもう一つインパクトのあ

る材料が必要であるとの見方であり、押し目買いだが逆張り戦法がベターであろうと見る』とコ

メントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 94.7294.7294.7294.72 ドル（ドル（ドル（ドル（8/88/88/88/8））））まで上昇し、戻り高値の更新。週末 8/108/108/108/10 はははは

前日比前日比前日比前日比 0.490.490.490.49 ドル安のドル安のドル安のドル安の 99992.872.872.872.87 ドルドルドルドルでの終了である。 

週末の高値は 93.87 ドル、安値 91.71 ドルと上下 2 ドルの幅。 

 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは…中略… 

 

 8/78/78/78/7 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、52,00052,00052,00052,000 円円円円台まで上昇し、先物台まで上昇し、先物台まで上昇し、先物台まで上昇し、先物 3333 本は一代高値を更新本は一代高値を更新本は一代高値を更新本は一代高値を更新。5 本連続の陽線立ちで、

一気に戻り高値を抜いてきた格好である。    

63,55063,55063,55063,550 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→44,19044,19044,19044,190 円（円（円（円（6/6/6/6/26262626）まで）まで）まで）まで 19,36019,36019,36019,360 円円円円とととと 2222 万円近く万円近く万円近く万円近く下げた相場下げた相場下げた相場下げた相場がががが、、、、52,00052,00052,00052,000 円円円円

台までの上昇と、半値戻りに接近しているわけだ台までの上昇と、半値戻りに接近しているわけだ台までの上昇と、半値戻りに接近しているわけだ台までの上昇と、半値戻りに接近しているわけだ。 

当方としては、…中略… 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3 月 15 日 \44,230 6 月 22 日 \53,070 

2012 年 9 月 \60,800 4 月 2 日 \61,900 4 月 4 日 \43,780 6 月 26 日 \53,310 

2012 年 10 月 \57,430 5 月 1 日 \57,710 5 月 2 日 \44,310 6 月 26 日 \52,950 

2012 年 11 月 \47,650 5 月 1 日 \\\\53,15053,15053,15053,150    8888 月月月月 10101010 日日日日    \44,190 6 月 26 日 \52,750 

2012 年 12 月 \47,580 7 月 2 日 \\\\53,07053,07053,07053,070    8888 月月月月 10101010 日日日日    \46,240 7 月 3 日 \52,510 

2013 年 1 月 \48,890 8 月 1 日 \\\\52,88052,88052,88052,880    8888 月月月月 10101010 日日日日    \48,420 8 月 1 日 \52,350 

  

結論として当方の相場観は、押し目買い継続の相場ではあろうが、そろそろまた一押し欲しい

ところ。5 万円割れでの買いを狙いたい。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

8 月 6 日 \63,900 1320 \60,630 1150 

8 月 7 日 \63,750 -150 \60,900 270 

8 月 8 日 \64,770 1020 \61,950 1050 

8 月 9 日 \65,320 550 \62,460 510 

8 月 10 日 \65,180 -140 \62,190 -270 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…先週号においては『底入れ→上昇トレンドはまだ死んでいない。しかし

国内ガソリン需給はさほど良いとは思われないため、急騰した場面は利食いで、押し目買いに徹

するのがベターであろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、上昇に加速が付いた相場が週末には 63,08063,08063,08063,080 円（円（円（円（8/108/108/108/10）まで記録）まで記録）まで記録）まで記録。そこか

らは利食いで下落したものの、先物 3 本が一代高値の更新を果たした。 

 

77,81077,81077,81077,810 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→53,46053,46053,46053,460 円（円（円（円（6/6/6/6/26262626）まで）まで）まで）まで 24,35024,35024,35024,350 円円円円下げた相場は下げた相場は下げた相場は下げた相場は、、、、61,06061,06061,06061,060 円（円（円（円（7/7/7/7/20202020）まで）まで）まで）まで

7,6007,6007,6007,600 円の反騰円の反騰円の反騰円の反騰。おおよそおおよそおおよそおおよそ 3333 分の分の分の分の 1111 戻し戻し戻し戻しを演じたを演じたを演じたを演じた後、また大きな押し目を付けた後、また大きな押し目を付けた後、また大きな押し目を付けた後、また大きな押し目を付けた後に、後に、後に、後に、戻り高値戻り高値戻り高値戻り高値

を突破してを突破してを突破してを突破して 63,08063,08063,08063,080 円まで上昇したわけだ円まで上昇したわけだ円まで上昇したわけだ円まで上昇したわけだ。 

 

半値戻しのライン、また 5 月の長大陰線を引いた終値が 65,000 円であるため、そこを目標と

してきた相場である。そこまではあと 2,000 円であり、相対力指数もほぼ 70 ポイントまで上が

ったわけで、腹八分目ならば利食いする場面だろう。 

チャートは押したらまた買いであるが、特に目立った買い材料がないだけに、さてどうなる。 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \77,810 3 月 15 日 \56,410 6 月 22 日 \65,180 

2012 年 10 月 \74,980 3 月 26 日 \75,430 3 月 28 日 \54,850 6 月 26 日 \64,360 

2012 年 11 月 \69,280 4 月 26 日 \69,690 4 月 27 日 \54,040 6 月 26 日 \63,300 

2012 年 12 月 \61,470 5 月 28 日 \\\\63,64063,64063,64063,640    8888 月月月月 10101010 日日日日    \53,530 6 月 26 日 \62,680 

2013 年 1 月 \54,070 6 月 26 日 \\\\63,62063,62063,62063,620    8888 月月月月 10101010 日日日日    \53,460 6 月 26 日 \62,300 

2013 年 2 月 \58,670 7 月 26 日 \\\\63,08063,08063,08063,080    8888 月月月月 10101010 日日日日    \58,160 7 月 27 日 \62,190 

 

8/8/8/8/10101010 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

8/48/48/48/4 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、大底は入っている相場ゆえに押し目買い継続だが、そろそろまた

大きな調整がやって来るか。ここからは利食い先行が良いだろう。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

8 月 6 日 \62,370 1250 \64,100 1320 

8 月 7 日 \62,750 380 \64,390 290 

8 月 8 日 \63,840 1090 \65,630 1240 

8 月 9 日 \64,520 680 \66,220 590 

8 月 10 日 \64,820 300 \66,440 220 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…先週号においては『1 月限・2 月限の押し目買いは変わらないだろう。売る

のは 3 月限が出てからの話であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、5 連続の陽線立ちで急騰し、週末には先物先物先物先物 3333 本が一代高値の更新本が一代高値の更新本が一代高値の更新本が一代高値の更新で、66,00066,00066,00066,000

円台後半まで上昇円台後半まで上昇円台後半まで上昇円台後半まで上昇。12 月限・1 月限は 67,000 円台にも乗せた。 

 

7/20 の戻り高値である 64,500 円を突破した事で上昇に加速が付いた相場は、66,90066,90066,90066,900 円円円円と前回

高値よりも 2,400 円のアップである。 

これまで 75,73075,73075,73075,730 円円円円（（（（3/153/153/153/15））））→→→→57,57,57,57,040404040000 円（円（円（円（6/6/6/6/25252525）まで）まで）まで）まで 18,69018,69018,69018,690 円円円円下げた相場下げた相場下げた相場下げた相場だったがだったがだったがだったが、、、、66,90066,90066,90066,900

円までの円までの円までの円までの 3333 段上げで段上げで段上げで段上げで 9,8609,8609,8609,860 円と円と円と円と 1111 万円近い上げ万円近い上げ万円近い上げ万円近い上げ。 

 

相対力指数はすでに 71 ポイントまで上がっているため、…中略… 

    

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \75,730 3 月 15 日 \54,950 6 月 29 日 \64,820 

2012 年 10 月 \74,590 3 月 26 日 \75,370 3 月 28 日 \55,650 6 月 29 日 \65,530 

2012 年 11 月 \70,800 4 月 26 日 \71,400 4 月 27 日 \56,350 6 月 26 日 \66,400 

2012 年 12 月 \64,110 5 月 28 日 \\\\67,04067,04067,04067,040    8888 月月月月 10101010 日日日日    \56,800 6 月 26 日 \66,740 

2013 年 1 月 \57,800 6 月 26 日 \\\\67,17067,17067,17067,170    8888 月月月月 10101010 日日日日    \57,080 6 月 29 日 \66,760 

2013 年 2 月 \61,810 7 月 26 日 \\\\66,90066,90066,90066,900    8888 月月月月 10101010 日日日日    \61,350 7 月 26 日 \66,440 

  

8/8/8/8/10101010 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

7/7/7/7/28282828 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、押し目買い継続の相場であるが、そろそろ高値警戒感からの調整

安も出るだろう。その際は、あんこの両建てという作戦も可だろう。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

8/1 に 77.9177.9177.9177.91 円円円円まで円高が進行した後、78 円台には戻すものの、完全に横ばいで円安には向い

ていかない相場である。 

週末の NY 市場でも 78.26 円と僅かに円高であり、メリマンも IMF 専務理事も『円は買われ

過ぎ』とずっとコメントしているが、今のところ円安には向いていない。 

 

79 円台乗せ～80 円と来れば、おそらく雰囲気が一変するのかもしれないが、さてどこでそう

なるものなのか？ 

ただしどこかで円安に向くと信じるなら、この値位置ではストップロスを設定してもリスクが

小さいので、円売り/ドル買いを仕掛けるのもアリなのかも。当方は、FX はやっていないけれど

もね。 

 

〇ユーロ/円日足 

…削除済み… 

94.1094.1094.1094.10 円（円（円（円（7/247/247/247/24））））までの円高までの円高までの円高までの円高////ユーロ安ユーロ安ユーロ安ユーロ安が進んだあとは、ユーロが反発に転じている相場である。

だが相対力指数で 50 ポイントまで戻ると失速する姿であり、週末の NY 市場でも 96.20 円と僅

かに円高である。 

…中略… 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 5 月のユーロ急落→6 月の反騰→三尊天井の形成→7 月のユーロ安値更新→逆三尊底の形成→

8 月の反騰と流れている姿だが、逆三尊の効力が切れるのも、もうそろそろな雰囲気。 

 

 ドルとユーロをいうのを比べた場合、ドルは何だかんだ言われてもまだ基軸通貨の位置を失う

ことは無いのだろうし、ユーロは所詮まがい物の通貨であろう。そういう考えが、当方には基本

的にあるわけだ。 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


